
  

 

ＢＭ－Ｓダンパー 
オイレス工業株式会社 

地震時の履歴
温度時の抵抗力特性

抵抗力

変位

最大抵抗力

（バイパス効果相当力）

履歴減衰（減衰効果）

橋桁変位方向 橋桁変位方向 



  

ＢＭ－Ｓダンパーとその効用 
■オイレスＢＭ－Ｓ（BINGＨUM  MATERIAL  DAMPER-S)は、
「道路橋示方書；Ⅴ耐震設計編 平成１４年３月 9.5 地震の影響
を期待する他の構造」に記載されたエネルギー吸収装置である。
性能は、３次元大型振動台による振動台試験等によりレベル２地
震動時に安定した機能を発揮することが確認されている。 

■構造は、ピストン・ロッドと特殊充填材が充填されたシリンダー
によって構成される。 

■ＢＭ－Ｓは、速度，温度に対する依存性が極めて小さいので、
設定された抵抗力を発揮する。 

■耐震補強では、橋脚の補強が不要，もしくは最少限の補強で
可能 

■安定した摩擦履歴型を呈することで、橋脚には耐力以上の水
平力は作用しない 



  

適用とコスト縮減 

ＢＭ－Ｓ 

上部構造 

ブラケット 

橋軸方向の変形 

      

ﾀﾞﾝﾊﾟｰは
引張られ
て伸びる 

ﾀﾞﾝﾊﾟｰは
圧縮され
て縮む 

上部構造 

下
部
構
造 

免震支承化

補強方法の選定
　・施工規模　　　　　　　 小
　・施工期間　　　　　　　 小
　・河川環境への影響　 小
　・耐久性　　　　　　　　　大
　・使用性　　　　　　　　　良
　・振動・騒音　　　　　　 小
　・維持管理　　 　　　　　小

ダンパーによる分散調整

単純桁が連続する橋梁

ダンパーによる分散調整

橋脚の補強の省略・最小限

ゲルバー桁を有する橋梁
連続桁

連続桁や単純桁が連続する橋梁

ノージョイント化（桁連結）

桁連結できるか

ジョイントダンパー方式
（ダンパーによる疑似連結）

既設桁状態

固定可動構造残存
　　→変位制限構造

　　　　桁端の遊間量
応答変位が満足しているか

　
　　　　基礎の補強が必要か

河積阻害率を満足している
か

ダンパーによる分散調整

終

できる

できない

しな

不足

満足

阻害

満足

不要

必要
ダンパーによる分散調整

基礎の補強の不要化

コスト縮減案の採用

・それぞれの項目が、直接あるいは
間接にコスト縮減の効果を生んでい
る。
・ライフサイクルコストとしては、これ
ら全体の効果を考える必要がある。

支承変更な
し

慣性力 

慣性力 



  

ダンパーによる耐震補強模式図例 

補
強
大 

補
強
大 

河川内橋梁：比較的補強しやすい       
橋脚に地震力を誘導 

桁連結工法：ダンパーによる慣性
力調整で適用範囲拡大 

適用基本：橋脚の耐荷力に応じて
ダンパーを設置 

フレキシブルピア方式橋梁への適用 



  
ダンパー取付け例１ 



  

ダンパー取付け例２ 

ダンパー取付け例２ 


